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幻想的な光を 放ちながら舞うホタル。 成虫になって ね すか数日間ですが、 その命が燃え 尽きる 
まで、 私たちの心を 和ませてくれます。 そんなホタルが 育っのは、 きれいな水が 流れているとこ 
ろだけ。 ホタルは 、 川の美しさを 計るバロメータ 一でもあ ります。 
今年もホタルの 飛翔があ ちらこちらで、 5 月下旬から 6 月上旬までの 約 2 週間見ることができ 
ます。 皆さんもぜひ 一度、 見に行かれてはいかがでしょうか。 

( おすすめホタル 観賞ポイント ) 
0 海蔵 寺川 ( 内浦 区 海蔵 吉池付近 ) 0 手野川 ( 宇野 E 公民館から上流付近 ) 0 乳垂川 ( 上 高倉 区 
付近 ) 0 矢矧 川 ( 上仙区から海老漢 医 付近 ) 0 戸 助川 ( 戸切区 公民館から国道 3 号より ) 

米 足元の悪い箇所もあ りますので、 ど 注意してください。 

l 地域振興課商工観光 保 ・岡垣町ホタル 保存会代表小早川徳 足 さんさ 282 一 1665 へ l 
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桜 舞う暖か 封 陽気となった 4 月 1 日、 2 回目と 
  

なる呑まつりが、 海蔵 寺 敷地内ふれあ い公園で催 
めを終えたボ ーパ   
さ い頃 の夢は 、 ポ さ力 1 ま l, た " 

桜 と三里．松原を 背景に、 韓 民族の伝統音楽や 高   
の 郵便屋さん、 こ 

千穂のⅠ 交 神楽など、 さまさまな催しに 集まった 約 
ください，」と 話   

3,000 人は、 おだやかな春のひとときを 堪能して   

いました。 

また、 ふれあ い 動物園では、 子供連れの家族が 

ポニ 一の体験乗用。 など、 動物とのふれあ いを楽し 

ん
で
い
ま
し
た
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皆さんの自由な 発想で、 気軽に利用で 

きる展示の場となるように、 運営実行委 

玉 同心から願っています。 
  

いろいろ - な作品をお待ちしていますの 

， で、 気軽にご相談ください。   

  利用申込・問い 合わせ 

呑 282-9438 、 中央・東部公民館へ @ 
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の チューリップ #J, 
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で、 のびのびと放課後を 過ごしてほしいⅡ 
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甑揚 団地空家状況調査 
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中間報告をいたします 

をだ今、 第 4 次総合計画を 策定中 は 
    生涯 蛍苫 
Ⅰ セ 

平成 13 年ガ ら 22 年までの 10 年間分の町の 方向性を決める 第 4 次総合計画 

を 策定するために、 昨年ガ ら 準備にこりガガっています。 

その中でほ 、 皆さんにいろいろな 形で協力して 頂き調査検討を 進め、 こ 
ト 

の 岡垣町に一番大切なこと や 、 囲垣らしさなどの 追求に力を入れています。 平成Ⅱ年度 ソ ⅤⅤ 玉 Ⅴ 
は 行った作業をまこめてみました。         岡垣 サンリーアイ・いこいの 里などを含め、 職員対象のアンケート 調査「 5 月実施」     

町内の小学 6 年生 4l 人参加「 8 月実施」未来の 岡垣町を描く l   
町長をはじめ 役場各課長で 構成「 6 月から継続 中 」       

レ 公募 て 集まった町民 20 人で構成「 9 月・ ]0 月 実施」 
一 町民 ""  l2 人 て 構成「 9 月から継続 一 中 」 
行政職員 5 一 人で構成「 10 月から継続 中 」     
高 陽国・面高場 区 ・ 東 高場 区 、 南高 場区 ・鍋田図・ 東 松原図・百合 ケ丘 区を対象に調査 

「 ll 月 実施」 

駅までの交通や 乗り継ぎ状況などの 実態調査「Ⅱ 月 実施」 
  200 世帯を対象にアンケート 調査「 12 月実施」     
これらの調査やヒアリンバの 中から、 皆さんの町に 対する 

熱い思いが 伝 ねってきます。 特に恵まれた 自然環境の保全や 
環境を守る取り 組みは、 老若男女を問ねず、 この町の大切な どちらかというと 

課題だと考えられています。 住みにくい 

ぱ 図 2  住み良い理由は ? ル とちらでもない 
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自 公 事 文 保 克 下 か公 文 充子 倒 甘 わ そ 

い か の ( 図 1  岡垣町の居住感想は ? 肋 便利 コ . シャ 充 か 教育 の充   
  境 
  充実 理 が 施 ゴ ラ 又   

平成 l2 年度ほ、 これらの基礎調査をもとに 具体的な計画の 策定を進めていきます。 そして、 2l 世紀スタート 
となる平成 13 年度から、 新しい総合計画のもと 皆さんとともに、 まちづくりを 進めていきたいと 思います。 

 
   ヰい 合わ     

町長公室企画調整 係へ 
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                                    き 身を使うときは、                     
                                                                                して、                                 
てさっと火を 通しで お { 

く ②の材料 約 24 個分 ) 
①もち米粉 (210 グラム、 )0 うるち粉 (90 ク     

ラム ) ① 絹 豆腐 ( 17,) ①よも ぎ (50 グラム ) 
①かたくり粉 ( 適量 ) 

く 艶の材料 ) 

①さらし 韻こ Ⅱ 50 グラム ) ①砂糖 (200 
                    スキム ミル 川 100 ク                     
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